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酪農経営における粗飼料生産の位置づけ

•牛の給与飼料：５０ｋｇ／日・頭（乾物21kgDM/日・頭）

乳量約３０ｋｇ/日・頭の場合

北海道では
粗飼料＝自給飼料
自家生産が基本

粗飼料

濃厚飼料

100頭換算 一日あたり内訳
粗飼料 ３,５００～４,０００ｋｇ
濃厚飼料 １,０００～１,５００ｋｇ
（粗飼料成分によって変動）

粗飼料生産（質・量）は
非常に重要な牛の飼料原料



課題の背景と目的

•コントラクタ

（収穫等農作業受委託）

•ＴＭＲセンター

（飼料混合・配送）

•哺育センター

（哺育・育成牛預託）

農作業支援組織
（外部預託組織）

粗飼料収穫、堆肥散布、除草
剤散布、播種など

コントラクタ

TMR
センター

牛の混合飼料TMR（粗飼料
＋濃厚飼料：完全メシ）を作
成し農家の庭先まで配送

哺育
センター

手間のかかる哺乳牛等の飼養
管理（ミルク、ワクチン等）



課題の背景と目的

•コントラクタ

（収穫等農作業受委託）

•ＴＭＲセンター

（飼料混合・配送）

•哺育センター

（哺育・育成牛預託）

農作業支援組織
（外部預託組織） 自給飼料の在庫管理のシステム化

需要 供給バランス



役割 コントラ：自給飼料（牧草、コーン）の収穫
飼料会社：濃厚飼料の供給、飼料設計
ＴＭＲセンター：自給飼料と濃厚飼料の混合、農家への配送



活動の経過 GPS搭載の作業機

正確なダンプ台数記録等

収穫情報の見える化

作業管理ソフトから
データ抽出

↓
バンカーサイロ毎に
収穫情報を作成



○収穫時GPSが搭載された発信器を作業機全てに設置

○これによりどこの圃場の収穫物がどの貯蔵サイロに入ったかが分かる

○イメージいただくため動画をお見せいたします

レポサク発信器
コントラの全て
の作業機に設置
されている

作業記録ソフト「レポサク（エゾウィン社）」の活用



活動の成果

•自給飼料の収穫調製量の把握

→投入可能な草地面積が分かる

•在庫量を考慮した飼料設計

→コスト削減、乳量維持



貯蔵サイロに入る量が分かるので
山盛りに積む必要がなくなった！

貯蔵サイロ
基数

貯蔵飼料
面積

ダンプ
投入台数

１日あたり
給与頭数

１日あたり
給与量

給与予測
日数

グラスサイレージ 14基 47.4ha 187台 1,058頭 19kg 55日

コーンサイレージ 12基 27.2ha 180台 1,058頭 20kg 51日

これまでは・・
山盛り→踏圧不足による品質悪化

自給飼料の収穫調製量の把握により投入可能な草地面積が分かる



R4.7
(kgDM/頭)

R5.7
(kgDM/頭）

R5/R4
(%)

自給粗飼料 10.05 10.74 107

購入粗飼料 0.86 0.12 140

濃厚飼料 9.98 10.16 102

ミネラル 0.63 0.3 48

TMR単価 - - 89

※予測乳量は32.5kg/頭・日

在庫量が分かるので
思い切って粗飼料を使える

在庫量を考慮した飼料設計で自給飼料107%、コスト８９％



コストを抑えて高乳量を維持！ 波及効果

（他町村から）
○レポサクの使い方に
ついての問合せ

（若手農業者から）
○施肥設計勉強会開催

草づくりの勉強
乳量を落とさず
コストを抑えることができた

TMR
センター



今後の対応 自給飼料の栄養価向上に向けた取組の継続支援

イアコーン栽培 牧草夏枯れ対策（追播） 難防除雑草対策（ガガイモ）

ライムギ栽培 牧草冬枯れ対策(ドローン)



普及センターではガガイモ対策を実施中

収穫できない
状況を打破
したい





ガガイモ

A牧場 飼料用とうもろこし（コーン）

牧草畑とコーン畑の境界部分に多く群生

牧草畑
コーン畑



ガガイモの収穫作業への影響について

ガガイモの多い左端(牧草との境目)では、
ハーベスタ（収穫機械）が直進できていない。

ほ場写真 レポサク



ほ場作業の軌跡

動画対象箇所



A牧場コーンほ場 レポサク 4年比較

2021

2023

2022

2024



A牧場 収穫作業時間

年度 作業時間(分) 2021年比

2021 176 0

2022 148 ー28分

2023 208 ＋32分

2024 311 +135分

作業時間
(hr/ha)

作業時間(分)
(4.4ha換算)

作業幅(m)

技術体系
(4条ハーベスタ)

(0.7 hr/ha) 184.8 2.6

技術体系
(6条ハーベスタ)

(0.4 hr/ha) 105.6 4.5

※作業速度：8(km/h)換算

A牧場 収穫作業時間集計(4.4ha)

技術体系 収穫作業時間計(4.4ha)


